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【手続補正書】
【提出日】平成21年12月9日(2009.12.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ピクセル構造から高ダイナミックレンジ読出信号を得るための方法であって、
　入射する電磁放射に対する感光素子の応答の積分値を、前記応答に関連する位相情報を
用いて生成するステップを有する、方法。
【請求項２】
　前記位相情報は、前記感光素子の前記応答を受け、かつ前記応答に従って周波数が変化
する出力波形を与えるように結合される電圧制御発振器によって与えられる、請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　前記生成するステップは、前記出力波形の変化した位相を積算するステップを有する、
請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記感光素子はある期間の間前記電磁放射に晒され、
　前記生成するステップは、前記期間の終わりに前記出力波形の位相を同定し、前記出力
波形が変化する周期の合計を積算するステップをさらに有し、
　前記積分値は、前記位相と前記周期の合計とによって定められる、請求項１に記載の方
法。
【請求項５】
　前記電磁放射の強度に従って前記電圧制御発振器の周波数を調節するステップをさらに
有する、請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　電磁放射に応答して信号を生成する感光素子と、
　前記感光素子に結合され、位相情報を用いて露出期間にわたる前記電磁放射に対する前
記感光素子の前記応答を積分する位相積分器とを有する、ピクセル構造。
【請求項７】
　前記位相積分器は、前記感光素子からの前記信号の値に応答して出力波形を与えるよう
に結合される発振器をさらに有する、請求項６に記載のピクセル構造。
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【請求項８】
　前記位相積分器は、積分期間の間の前記出力波形が変化した位相を積算するロジックを
有する、請求項６に記載のピクセル構造。
【請求項９】
　変化した位相を積算するための前記ロジックは、前記積分期間の始めと終わりの間の前
記出力波形の位相の違いを同定するロジックを有する、請求項８に記載のピクセル構造。
【請求項１０】
　積算するための前記ロジックは、前記発振器が与える前記出力波形の周期の合計を積算
する積算器を有する、請求項８に記載のピクセル構造。
【請求項１１】
　前記発振器は、入力信号の強度に従って前記発振器の周波数を調節するための入力を有
する、請求項７に記載のピクセル構造。
【請求項１２】
　前記発振器は電圧制御発振器である、請求項７に記載のピクセル構造。
【請求項１３】
　前記発振器は電流制御発振器である、請求項７に記載のピクセル構造。
【請求項１４】
　前記感光素子からの弱い入力信号に応答して大きな出力を発生するように適合される、
請求項６に記載のピクセル構造。
【請求項１５】
　前記感光素子からの前記信号が大きい場合に飽和を回避するように適合される、請求項
６に記載のピクセル構造。
【請求項１６】
　撮像する方法であって、
　露出期間の間感光素子を電磁放射に晒してセンサ信号を生成するステップと、
　前記露出期間の間の発振器波形の変化した位相を積算して積分器結果を与えるステップ
とを有し、
　前記発振器波形は前記センサ信号に応答して発振器によって発生される、方法。
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